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「NPO法人 地域魅力」の考え方
 コンセプト

 「地域の魅力を伝える・高める」
 活動の定義

 さまざまな形態の「地域メディア」を活用し、地域の人・もの・
お金・情報といった、地域の力や財産をもとにして、地域に新し
い果実を生み出す「地域プロデュース」を行い、地域の魅力を高
めることを目的とする。

 扱う“地域メディア”
 インターネット
 携帯電話
 食
 人

 テーマ
 まちづくりへの市民参加
 シティプロモーション
 コミュニティ形成



地域の魅力とまちづくり

市民サービス・
生活満足度の向上

参加のきっかけ
づくり

地域の魅力発信
（情報発信・共有）

魅力向上のための取り組み
サービスの担い手の誕生

地域への関心喚起
情報へのアクセス魅力ある地域生活



出典 外務省国際協力局地球規模課題総括課
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202305.pdf



逗子市ってこんなまち
•鎌倉市と葉山町に挟まれている
•人口 約5万8千人 ※社会増 ※鵠沼地区と同じくらい

•高齢化率 →神奈川県下の市でNo.1
•近年、30代～40代の移住者が増えてきている
•“逗子都民”の存在
•独立運動や市民運動の歴史がある





事例:逗子の魅力共有によるシティプロモーション事業

＜背景と目的＞
まちの魅力に関する取り組み
・引き出す
・市民が共有する
・市外の人と共有する

事業者団体
・地域団体
・行政etc

観光

事業者団体
・地域団体
・行政etc

レジャー
事業者団体
・地域団体
・行政etc

商店街
活性

事業者団体
・地域団体
・行政etc

○○商店会
イベント
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従来:各主体により
それぞれ進められてきた

コミュニケーション
を通じてより効果的

なものに!
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逗子の魅力イメージを共有しながら
市民も参加する“協働”で展開

市外への明確な魅力発信



内容１）コミュニケーションの場づくり

 ソーシャルメディア上に情報共有
とコミュニケーションの場を設置
 実名登録が多くを占め、リアルで
の人のつながりがわかりやすい
Facebookを選択

 「逗子のまちが持つ魅力」をテー
マとした情報共有の呼びかけ
 “好き”から入れるまちづくり
 「誰かに教えたい」「知りたい」
が多い、コミュニケーションに適
したテーマ

・みどり、海、公園など、まちなかや
自然環境が持つ魅力の情報

・ウィンドサーフィン、ヨット、ハイ
キング、サイクリングなどレジャーに
関する情報

・こだわりのカフェ、活気ある商店街
など店舗に関する情報

・趣味のサークル、市民活動団体など、
市民参加やカルチャーに関する情報
（かつて逗子市コミュニティサイトに
掲載されていた情報など）

・歴史、文化、逸話などの情報

・子育て、働き方、暮らし方、年老い
方など幅広いライフスタイルの情報



内容２）多様な主体（ステークホルダー）の交流促進
 市内の事業者団体や市民活動団体など、既存の地域団
体へのグループインタビュー（対面）
 事業や活動への思い、ねらい
 団体のニーズ

 インタビュー結果をソーシャルメディア上で情報提供
 市民による共有、意見交換

 事業や活動への感想
 アイデアの提供
 応援、参加

 団体等へのフィードバック
 よりよい取り組みへの参考
 幅広い市民の巻き込み

必要に応じ
繰り返し
実施



内容３）逗子の魅力共有に関する企画等の検討

既存の取り組みのパワーアップ
主体間のコラボレーション
新たな魅力発信のツールを企画

 魅力情報の冊子化
 逗子の魅力を堪能できるイベントの開催
 …
市民目線の

市民参加で

市民参加による
まちづくりの素地作り
・多世代のゆるやかで
持続可能な関わり
・日常的なつながりと
無理のない関与

市民も観光客も
楽しい逗子!

事業者も市民
もHappy!

AさんもBさん
も納得!

行政も
ラッキー!



地域コミュニティを意識する“関わり”の発生



地域コミュニティを意識する“関わり”の発生



市民を巻き込む地域プロデュース事例
～藤沢市 市民サポーターズクラブ運営事業～
 ふじさわシティプロモーションを

サポートする市民組織
「ふじさわファンクラブ」の運営

藤沢の魅力

実 感
情報発信

・ソーシャルメディア活用
・知人・友人との交流でhttps://www.fujisawa-citypromo.com/



 藤沢の魅力実感ツアー第1弾

ふじさわファンクラブの事業から テーマは

食!

発信
するには

知る
ことから!

 藤沢野菜の収穫体験（井出農園）
◦ トマトなどの野菜を収穫

 養豚を知る（みーとはうす金子）
◦ 直売所見学＆揚げたてメンチカツ試食!

 大型直売所の裏側を知る（わいわい市）
◦ 大人気の直売所の裏側を知る

 地場産グルメでランチ（元祖へっころ谷）
◦ 藤沢産小麦などを使った「藤沢炒麺」など



 藤沢の魅力実感ツアー第2弾

ふじさわファンクラブの事業から テーマは

最先端

 湘南T-SITE見学
◦ 蔦屋書店と様々な店舗がコラボした国内に2
つしかないおしゃれなショッピング街

 FERMENT
◦ レーザーカッターでガラス瓶にオリジナルの
文字加工などものづくり体験

 湘南ロボケアセンター
◦ リハビリや介護をサポートする最先端のロ
ボット技術を見学＆体験



 藤沢の魅力実感ツアー第3弾

ふじさわファンクラブの事業から 学園都市
と七夕

 宇宙劇場（プラネタリウム）体験
◦ リニューアルした湘南台文化センターのプラネタ
リウム。快適なリクライニングチェアで星空を☆

 遠藤の竹炭窯見学
◦ 神秘的な竹やぶに分け入り「遠藤竹炭の会」の取
り組みをうかがいます。おみやげもあり。

 慶應義塾大学SFC見学と七夕祭で交流
◦ メディアセンターや教室などキャンパス内を見学
した後、学園祭を楽しみます。夜には花火も!



 藤沢の魅力実感ツアー第5弾

ふじさわファンクラブの事業から 商業の
活力!

 藤沢発祥「ちょい呑みフェスティバ
ル」誕生秘話と楽しみ方を聞く
◦ 創始者小林剛輔氏による講演
◦ ミュージシャン はっと氏による「ちょい
呑みエレジー」デモンストレーション

 「藤沢バーガー」を味わう
8.CAFEによる地産地消メニューの紹介と試食

 会員同士でフェスティバル体験!
◦ ちょい呑みフェスティバルの現場へ



実感をシェアする輪を広げる
～シティプロモーションの取り組みがもたらすもの～

 「実感」の再認識と活用
 体温を持った情報が域内から域外へ伝わる

 共有による表出化と発信
 シェアの場づくり
 「楽しみ」をエネルギーにする担い手の発掘
 継続発信による新たな価値創造

 観光・商業と、一般市民との幸せな協働
 魅力を切り口とした市民参加
 地元住民のまちへの関心の高揚による交流促進



逗子30’sプロジェクト
•同年代×地域
•ゆるやかで気楽なつながり
•各自の興味関心から企画・実行へ

ミッションベース

友人ベース



30代～40代世代
現状と分析

逗子30’sプロジェクト誕生の経緯
•半径300m以内で助け合える
「ふれあい活動圏」を創成
•「担い手」を発掘・育成しよ
うとセミナー開催

•ボランティア団体、自治会な
どの後継者不足
•担い手育成セミナーの集客伸
び悩み

•従来の組織に入ってこない／
入ってもうまくいかないのでやめてしまう

→その内容として
•ミッションと価値観の押しつけ
•参加しにくい仕組み（時間、場所、頻度）
•徐々にいづらくなる環境（情報、周囲の理解）
•「楽しさ」の欠如

目指したい方向 背景と課題



プロジェクトの特徴
•自分ごと＋共感をベースとしたプロジェクト形式
•「友達」「仲間」が原動力のひとつになる
•仲間の誰かの課題やアイデアに、関心のあるメン
バーが一緒に取り組む

•ライフステージをともに歩む「人生の同級生」
•同じ年代ならではの気軽さ
•同じ年代ならではの悩みや課題の共有



プロジェクトの立ち上げ
•プロジェクトの設計（有志約10名）
•募集
•「逗子ライフをもっと楽しめる、同世代の仲間をつくりませんか」
•広報ずし、市内掲示板で告知
•第1回 逗子の”アツい人“に出会う
•同年代で地域ですでに活躍している人の話を聞く
•参加者同士交流、関心ごとに集まり意見交換
•第2回 逗子の“アツい場”を訪れる
•グループに分かれてまち歩き→報告会・懇親会
•第3回 逗子での“アツい企画”を考える
•課題発見→企画提案
•公開フォーラムの開催
•地域とのマッチング



逗子30’sプロジェクトの活動
 新しい防犯活動
 支え合い（認知症啓発・子ども虐待防止）
 環境
 地域コミュニティ形成
 若者の地域参加
 防災
 地元の価値の再発見と編集



24

30‘sの活動 新しい防犯活動
夜回りラン＆ウォーク
毎月最後の水曜日20時～

（きっかけとなった活動）
逗子1丁目自治会「火の用心」との
かかわり

予定の
立てやすさ



進化する夜回りラン
歳末特別警戒・into銭湯・地元のお店との連携…

深夜０時スタート!
普段は地域活動に
参加できない人も
参加できる!?
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30‘sの活動 支え合い
認知症啓発たすきリレー ＲＵＮ伴（とも）+三浦半島

子ども虐待防止 オレンジリボンたすきリレーに参加

支え合いイベント×ハロウィン
オレンジフェス
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30‘sの活動 環境
夏のビーチクリーン 花火大会のあとのゴミ拾い

ゴールデンウィーク 早朝ビーチクリーン
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30‘sの活動 地域活動
もちつき人の養成

3.11と防災を考える企画
逗子海岸の楽しみ方いろいろ!

海で書初め

寒中水泳

ビーサンとばし選手権

水泳部





30’sプロジェクトのポイント

•「友達」「仲間」から始める
•地域の入口は何でもいい
•できること・できる時間から
•その人が、興味関心のあることから
•主体的な課題意識が基本。尊重。
•1回や2回や3回や4回来なくても責め
ない。来たときは大歓迎する。
•追いつけるような情報共有の仕組み
•エネルギーは「楽しい」こと



逗子海岸映画祭×逗子30’sプロジェクト
GW早朝ビーチクリーン

“イベント開催中のほうがきれいな海岸”を
目指して

パートナーシップで目標達成
コラボ企画へ




